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リサイクルセンター長谷山の

ごみ処理のしくみ
　
今
年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
「
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
長
谷
山
」
で
は
、
粗
大
ご
み
や

不
燃
ご
み
を
細
か
く
砕
い
て
処
理
し
た
り
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
を
選
別
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
粗
大
・
不
燃
ご
み
の
中
か
ら
資

源
を
選
別
す
る
作
業
や
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
不
適
物
を
取
り
除
く
作
業
が
効
率
的
に
行

え
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
処
理
ラ
イ
ン

◆
圧
縮
・
梱
包
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
へ

　
選
別
作
業
を
終
え
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
機
械
で

圧
縮
・
梱
包
し
、
日
本
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
引
き
渡
し
ま

す
。
こ
の
後
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

新
た
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
生

ま
れ
変
わ
る
ほ
か
、
化
学
原
料
と

し
て
使
わ
れ
た
り
、
石
炭
の
代
わ

り
と
し
て
、
鉄
を
作
る
時
の
還
元

剤
に
使
わ
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
う

し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
埋
立
地
に
埋
め
て

い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
減
り
、

埋
立
地
の
延
命
化
が
図
れ
る
と
同

時
に
、
限
り
あ
る
資
源
も
有
効
に

活
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
分
別
が
欠

粗
大
・
不
燃
ご
み
処
理
ラ

イ
ン

◆
二
段
階
破
砕
で
効
率
的
に

◆
重
さ
で
分
け
て
手
選
別

不燃ごみ・プラスチック製容器包装

か
せ
ま
せ
ん
。
正
し
い
排
出
方
法

を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
粗
大
ご
み
や
不
燃
ご
み
は
、
破

砕
機
で
細
か
く
砕
い
て
処
理
し
て

い
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

長
谷
山
で
は
、
従
来
の
奥
山
リ

ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
一
段
階
破
砕

に
対
し
、
粗
破
砕
、
細
破
砕
の
二

段
階
で
破
砕
し
ま
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
、
破
砕
ご
み
の
か
さ
が
減

る
と
同
時
に
、
ご
み
の
中
に
含
ま

れ
る
鉄
や
ア
ル
ミ
と
い
っ
た
資
源

物
も
効
率
的
に
回
収
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

は
、
破
袋
機
で
袋
を
破
っ
た
後
、

手
作
業
で
汚
れ
た
も
の
や
プ
ラ

マ
ー
ク
以
外
の
不
適
物
を
取
り
除

く
選
別
作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の

作
業
の
際
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
選
別
機
で
、
軽
い
も

の
（
カ
ッ
プ
め
ん
の
容
器
や
お
菓

子
の
袋
な
ど
）と
重
い
も
の（
シ
ャ

ン
プ
ー
や
洗
剤
な
ど
の
ボ
ト
ル
な

ど
）
に
分
け
、
手
選
別
コ
ン
ベ
ヤ

に
送
り
ま
す
。
こ
う
し
て
重
さ
で

分
け
る
こ
と
で
、
選
別
し
や
す
く

な
り
、
作
業
の
効
率
が
上
が
る
と

と
も
に
、
不
適
物
も
見
つ
け
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
時
除

か
れ
た
不
適
物
は
、
可
燃
性
不
適

物
や
プ
ラ
性
不
適
物
、
不
燃
性
不

適
物
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
焼
却
や

埋
立
処
理
を
し
ま
す
。

▲リサイクルセンター長谷山の屋根には太陽光パネルがつい
ていて、発電した電気は電力会社に売っています。

１. ２つの軸の刃のついた粗破砕
機でごみを粗く砕きます。

２.大きなハンマーのついた細破砕
機で、選別しやすようにさらに細
かく砕きます。

▶圧縮・梱包されたプラスチック製容器包装。
　１つのかたまりで約250kgの重さがあります。

※
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
収

集
日
に
つ
き
ま
し
て
も
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
ご
み
は
５
選
別

　
破
砕
さ
れ
た
ご
み
は
、
磁
石
の

力
で
鉄
を
取
り
出
し
た
後
、
風
の

力
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
取
り
出

し
、
磁
石
を
高
速
で
回
転
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
「
う
ず

電
流
」
と
呼
ば
れ
る
力
で
ア
ル
ミ

を
取
り
出
し
ま
す
。
こ
う
し
て
ご

み
は
最
終
的
に
、
鉄
・
ア
ル
ミ
・

不
燃
物
・
可
燃
物
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
の
５
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
後
、
鉄
・
ア
ル
ミ
は
資

源
と
し
て
売
却
し
、
不
燃
物
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
埋
め
立
て
、
可

燃
物
は
焼
却
し
ま
す
。

　
粗
大
・
不
燃
ご
み
の
処
理
に
お

い
て
ト
ラ
ブ
ル
の
元
と
な
る
の

が
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
充
電
池
な
ど

で
す
。
こ
う
し
た
も
の
は
、
破
砕

処
理
工
程
に
お
い
て
発
火
す
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
破

砕
不
適
物
を
事
前
に
取
り
除
く
こ

と
も
大
事
な
作
業
で
、
こ
れ
は
主

に
手
作
業
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
円
滑
な
ご
み
処
理
を
行

う
た
め
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
市
町
の

排
出
方
法
に
従
っ
て
、
充
電
池
は

販
売
店
等
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
出
す
際
の
注
意
点

プ
ラ
マ
ー
ク
　
　
　
を
目
印

に
し
、
対
象
外
の
も
の
を
混

ぜ
な
い

袋
を
２
重
に
し
て
出
さ
な
い

専
任
副
管
理
者
の
選
任

に
つ
い
て

城
南
衛
生
管
理
組
合

　
３
月
26
日
に
開
か
れ
た
組

合
議
会
２
月
定
例
会
で
専
任

副
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
さ
れ
、
竹
内
啓
雄
専
任

副
管
理
者
が
引
き
続
き
就
任

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。

任
期
　
平
成
27
年
4
月
1
日

か
ら
４
年
間
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浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
浄
化
槽
管
理
者
（
所
有
者

等
）
は
、
設
置
後
の
水
質

検
査
・
保
守
点
検
・
定
期

検
査
・
清
掃
が
、
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
設
置
後
の
水
質
検
査

　
浄
化
槽
の
設
置
工
事
が
適
切

に
行
わ
れ
、
そ
の
機
能
が
発
揮

し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る

た
め
、
使
用
開
始
後
3
〜
8
カ

月
の
間
に
1
回
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
㈳
京
都
府
浄
化
槽
協
会

☎
０
７
５
（
７
５
１
）
９
０
６
５

◆
保
守
点
検

　
浄
化
槽
の
点
検
・
修
理
な
ど
の

た
め
、
登
録
業
者
に
よ
り
毎
年
3

回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
登
録

業
者
は
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
定
期
検
査

　
浄
化
槽
の
機
能
が
適
正
に
発
揮

し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た

め
、毎
年
１
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
㈳
京
都
保
健
衛
生
協
会

☎
０
７
５
（
６
８
１
）
１
７
２
７

◆
清
掃

　
当
組
合
の
浄
化
槽
清
掃
業
の
許

可
を
受
け
た
業
者
に
よ
り
毎
年
１

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
廃
棄
物
の

適
正
処
理
、
減
量
及
び
再
生
利
用

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

○
折
居
清
掃
工
場
更
新
施
設
整
備

運
営
事
業
建
設
工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
城
南
衛
生
管
理
組

合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

○
平
成
27
年
度
城
南
衛
生
管
理
組

合
一
般
会
計
予
算

○
専
任
副
管
理
者
の
選
任
同
意
を

求
め
る
に
つ
い
て

○
城
南
衛
生
管
理
組
合
折
居
清
掃

工
場
更
新
施
設
整
備
運
営
事
業
者

選
定
委
員
会
設
置
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
を
制
定
す
る
に
つ
い
て

議会報告

平成27年2月定例会

　
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
議
会

は
、
構
成
市
町
選
出
の
議
会
議

員
22
人
を
定
数
と
し
、
毎
年
2

月
、
10
月
に
定
例
会
、
必
要
に

応
じ
て
臨
時
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
に
議
会
運
営
委

員
会
、
総
務
常
任
委
員
会
、
廃

棄
物
（
ご
み
・
し
尿
）
処
理
常

任
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
2
月
定
例
会
の

情報公開制度の実施状況

　当組合では、住民の皆さまの「知る権利」を保障するとともに、透

明性の高い安心・安全な環境行政を推進するため、平成13年から情報

公開制度を運用しています。

　平成26年度における制度の実施状況は以下のとおりでした。

●公開請求件数及び処理状況

実施機関 請求件数

処理状況

公開 部分公開 非公開 文書不存在 計

管理者 2 0 2 0 0 2

※議会、監査委員及び公平委員会の実施機関にかかる請求はありません。

●不服申立ての状況

上記公開請求における不服申立てはありません。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録

等
を
閲
覧
で
き
ま
す

　
議
会
の
会
議
録
と
議
決
結

果
、
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員

会
・
連
合
審
査
会
の
会
議
記
録

に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

順
次
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会議録等の画面へは、当組合

ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.

jyonaneikan.jp)のトップページ

にある

のボタンをクリック

提
出
議
案
は
次
の
と
お
り
で
、
全

て
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

当組合の環境

方針について

　
環
境
を
守
る
た
め
の
世
界
共
通

の
規
格
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
。
こ
の
規
格

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
に
お
い

て
環
境
方
針
を
定
め
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。当
組
合
で
も
、

環
境
方
針
を
常
に
精
査
し
、
状
況

の
変
化
に
応
じ
て
改
定
し
て
い
ま

す
。

　
当
組
合
で
は
、
平
成
26
年
度
に

お
い
て
、
基
準
値
を
超
え
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
を
含
む
ば
い
じ
ん
処

理
物
を
大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整

備
セ
ン
タ
ー
へ
搬
出
し
て
い
た
事

実
が
明
ら
か
と
な
っ
た
た
め
、
環

境
方
針
の
基
本
理
念
に
は
、
今
後

こ
れ
ら
の
不
祥
事
を
二
度
と
起
こ

さ
な
い
た
め
、
再
発
防
止
策
を
確

実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
法
令
順
守
の
徹

底
に
向
け
た
職
員
へ
の
教
育
・
指

導
に
よ
り
、
職
員
の
意
識
改
革
を

徹
底
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、「
適
正
な
設
備
管
理
と
運
転

管
理
を
徹
底
し
、
廃
棄
物
を
適
正

に
処
理
す
る
こ
と
」
を
追
加
し
ま

し
た
。

　
今
年
度
も
、
こ
う
し
た
環
境
方

針
に
掲
げ
た
事
項
を
順
守
す
る
と

と
も
に
、
よ
り
よ
い
環
境
作
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。な
お
、

環
境
方
針
の
全
文
は
当
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（50音順）

事業者名 電話番号
㈲池田清掃 0774-38-2731

㈱木下商事 075-602-8131

㈱城南開発興業 075-981-0500

㈲城陽環境開発 0774-53-9364

㈲堂坂ジェット

クリーナー工業
0774-20-1575

㈲古川商事 0774-22-0429

回
以
上
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
浄
化
槽
清
掃
業
許
可
事
業
者

問
業
務
課

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
５
１
７
１

エコ・ポート長谷山で開催

○＝工房開催日
ガラス 衣服 自転車

8日（金） ○ ○ ─

9日（土）

10日（日）
○ ○ ○

16日（土） ─ ─ ○

17日（日）

23日（土）
24日（日）
30日（土）
31日（日）

○ ○ ○

★衣服教室「干支のタペストリー」
                 丑（大・小）
＊大：縦約10cm、横約10cm
　小：縦約5cm、横約6cm
時間：10時～15時
参加料：500円 定員：10人

（台は別売り 500円）
＊昼食をご用意ください

折居清掃工場で開催

●リサイクル衣服の提供　
時間：10時～16時　洋服100円、着物 100円
～500円

引き取り
＊再利用できるものに限ります

申し込み・問い合わせ先　エコ・ポート長谷山 ☎ 0774（56）5556

工房・教室のお申し込みは、5月8日（金）８時30分から電話で先着順にて受付

●自転車の訪問引き取り 
●着物・衣服の訪問引き取り 

5月25日（月）

5月25日（月）

締め切りは
5月18日（月）

電話で随時受付

（休館日：毎週水曜日・木曜日）

★ガラス教室「時計」電気炉
時間：10時～12時
　　　13時～15時
参加料：900円
定員：各5人

★ ガラス教室「アクセサリーをつくろう！」
電気炉（一人3、4個）

時間：10時～12時
　　　13時～15時
参加料：500円
定員：各5人

5月16日（土）

5月30日（土）

★衣服教室「小さなお裁縫箱」
＊高さ：約12cm、蓋：約6cm四方
時間：10時～15時
参加料：500円
定員：5人
＊昼食をご用意
ください

☆工房の体験メニュー（開催日
は左の表参照・予約制）
◆ガラス工房…電気炉・砂吹き・
バーナー細工でガラス作品作り

（全15種類の中から選択）
◆衣服工房…帽子、ブローチ、
ス ト ラ ッ プ な ど の 布 作 品 作 り

（全12種類の中から選択）
＊作品例はホームページに掲載
◆自転車工房…自転車の修理・
組立体験

5月11日（月）・25日（月）

＊着物地は各自で
ご用意ください

★着物リフォーム教室（着物から鞄へ）
時間：13時～16時
参加料：300円
定員：各日10人 ＊作品例
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